
天

地

初
観
音
法
要（
午
前
10
時
〜
）

初
牛
玉
さ
ん（
門
前
市
）

１
月
18
日　

参拝案内
　

石
山
寺
に
は
、古
来
よ
り
文
学
者
が
多
く
参
詣

さ
れ
ま
し
た
。中
で
も
、紫
式
部
が『
源
氏
物
語
』

を
石
山
寺
参
籠
中
に
起
筆
し
た
と
い
う
伝
説
は

有
名
で
す
。

　

平
安
時
代
、女
性
文
学
者
た
ち
に
石
山
詣
は

人
気
が
あ
り
ま
し
た
。『
蜻
蛉
日
記
』の
作
者
藤
原

道
綱
母
は
、京
の
都
か
ら
徒
歩
で
石
山
寺
に
参
詣

し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
け
方
に
歩
い
て
出
発

し
、逢
坂
の
関
を
越
え
て
打
出
浜
か
ら
船
に
乗
り
、

石
山
寺
に
到
着
し
た
の
は
夕
方
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、『
更
級
日
記
』の
作
者
菅
原
孝
標
女
も
石

山
寺
に
参
籠
し
た
こ
と
が『
石
山
寺
縁
起
絵
巻
』

に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

藤
原
道
綱
母
を
始
め
参
詣・参
籠
し
た
人
々
は

作
品
に
石
山
で
の
体
験
を
書
き
と
め
て
い
ま
す
が
、

紫
式
部
は
こ
こ
で『
源
氏
物
語
』の
構
想
を
得
て
執

筆
を
始
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、多

く
の
歌
人
た
ち
が
石
山
に
足
を
運
ん
で
詠
ん
だ
和

歌
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

当
時
、都
に
ほ
ど
近
く
、琵
琶
湖
の
風
景
を
堪

能
し
な
が
ら
石
山
寺
に
参
詣
す
る
こ
と
は
、観
光

的
要
素
も
含
め
て
貴
族
の
女
性
た
ち
の
楽
し
み

で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
安
女
流
文
学
が
開
花
し
た『
源
氏
物
語
』
ゆ
か
り
の
花
の
寺

　

石
山
寺
は
月
の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
、「
石
山

秋
月
」は
歌
川
広
重
を
は
じ
め
多
く
の
浮
世
絵
師

に
よ
っ
て
描
か
れ
た「
近
江
八
景
」の
ひ
と
つ
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
国
の
瀟
湘
八
景
に
倣
っ
て
三
藐
院
近
衛
信
尹

（
１
５
６
５
〜
１
６
１
４
）が
選
定
し
た
と
い
う
琵
琶

湖
湖
畔
の
八
景
で
す
が
、「
石
山
秋
月
」は
そ
の
一

番
を
飾
る
名
称
で
す
。

　

信
尹
が
添
え
た
和
歌
は「
石
山
や
鳰（
に
お
）の

海
照
る
月
影
は
明
石
も
須
磨
も
ほ
か
な
ら
ぬ
か

な
」で
、明
ら
か
に『
源
氏
物
語
』を
意
識
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

紫
式
部
は
新
し
い
物
語
を
書
く
た
め
石
山
寺
に

参
籠
し
た
際
、湖
面
に
映
え
る
八
月
十
五
夜
の
月

を
眺
め
て
い
る
う
ち
に
、物
語
の
情
景
が
脳
裏
に
浮

か
び
、書
き
留
め
た
一
節
が
、の
ち『
源
氏
物
語
』の

「
須
磨
」「
明
石
」に
活
か
さ
れ
た
と
伝
わっ
てい
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
ち
な
み
、毎
年
中
秋
の
名
月
の
頃

に
は「
秋
月
祭
」を
開
催
し
ま
す
。月
見
亭
越
し
に

紫
式
部
も
眺
め
た
名
月
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。

『
近
江
八
景
』に
も
描
か
れ
た
月
の
名
所

　

石
山
寺
は
山
号
を
石
光
山
と
い
い
、琵
琶
湖
か

ら
流
れ
出
る
瀬
田
川
の
西
岸
に
位
置
す
る
、真
言

宗
の
大
本
山
で
す
。

　

境
内
に
は
至
る
所
に
壮
大
な
硅
灰
石（
天
然
記

念
物
）が
突
出
し
、巨
大
な
堂
宇
も
そ
の
上
に
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
石
山
寺
縁
起
絵
巻
』に
よ
れ
ば
、石
山
寺
は
天
平

19
年（
７
４
７
）、聖
武
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
、奈
良

東
大
寺
の
別
当
良
弁
僧
正
が
創
建
し
ま
し
た
。

平
安
時
代
に
は
真
言
宗
寺
院
と
な
り
、数
多
く
の

貴
族
や
女
流
文
学
者
が
参
拝
す
る「
石
山
詣
」が

盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
本
尊
は
日
本
で
唯
一
の
勅
封
秘
仏
二
臂
如

意
輪
観
世
音
菩
薩
で
、安
産・福

徳・縁
結
び・厄
除
け
に
ご
利
益

の
あ
る
観
音
さ
ま
と
し
て
、広
く

信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

観
音
が　
の
姿
で
人
々
を
救

済
す
る
こ
と
に
ち
な
み
、
年

ご
と
に
御
開
扉
が
行
わ
れ
ま
す

平
安
時
代
に
は
京
都
の
清
水
寺

や
奈
良
の
長
谷
寺
と
並
ん
で
三
観
音
と
さ
れ
、多

く
の
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、数
多
く
の
国
宝・重
要
文
化
財
を
所
蔵
し

て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、特
に
経
典・聖

教
類
は「
一
切
経
」「
校
倉
聖
教
」と
し
て
纏
め
ら
れ
、

歴
代
の
僧
侶
の
残
し
た
密
教
の
智
慧
を
今
に
伝
え

て
い
ま
す
。

●ホームページ

電話 077-537-0013   FAX 077-533-0133

電話 077-537-1105   FAX 077-534-9924
（一社）石山観光協会

石光山
大本山
天平19年（747）
東寺真言宗
如意輪観世音菩薩（勅封）

山号
寺格
開山
宗派
本尊

滋賀県大津市石山寺1 -1 -1
○西国三十三所　第十三番
○近江西国三十三所　第三番
○びわ湖百八霊場　第一番
○神仏霊場巡拝の道　第一四六番
（滋賀第十四番）

所在地
札所

● 障害者手帳をお持ちの方は、志納所に手帳を提示していただくことで
料金が無料になります。介護・付添いの方は1名様半額です。

●ペット同伴での入山はご遠慮お願いします。ただし、介護犬・盲導犬は
履物を脱いでご覧いただく場所以外は同伴可能です。

　

　

個人
600円
600円
250円

団体（30名以上）
500円
350円
200円

一般
中・高生
小学生

大本山 石山寺 入山料

開門：午前8時 ～  閉門：午後4時30分 最終入山：午後 4時
参拝時間

● 拝観時間：午前9時～ 午後 4時　● 小学生の団体 料金の取扱いはありません。

個人
500円
250円

団体（30名以上）
400円
250円

一般（中学生以上）
小学生

本堂内陣  拝観料

個人
300円
150円

団体（30名以上）
240円
150円

一般（中学生以上）
小学生

石山寺と紫式部展 入場料

大本山  石山寺  概要

お問合せ

石山寺ゆかりの人物と略年表
奈良

平安

鎌倉

南北
朝
戦国

安土
桃山

江戸

天平19  747

天平宝字5    761

天平宝字6    762

延喜21  921

天禄元    970

長保5  1003

寛弘元  1004

寛徳2  1045

承暦2  1078

永長元  1096

文治年間
　 1185～90

建久年間
　 1190～99

建久5   1194

正中年間
　 1324～26

建武3  1336

明応6  1497

元亀4（天正元）
  1573

慶長7  1602

明暦年間
　1655～58

天明7～寛政年間
　1878～1801

「
花
の
寺
」と
呼
ば
れ
る
石
山
寺
の
境
内
で
は
、

四
季
折
々
の
花
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

季
節
の
花
暦

椿

ユキヤナギ

梅

オオカンザクラ

カンザクラ

水仙

シダレザクラ

カンヒザクラ

ヒガンザクラ

ミツバツツジ

サトザクラ

ソメイヨシノ

藤

キリシマツツジ

モクレン

ヒラドツツジ

シャクナゲ

牡丹

シャクヤク

シャガ

ヤマブキ

花菖蒲

アヤメ

キショウブ

紫陽花

クチナシ

シュウメイギク

蓮

シャラ

キンシバイ

サルスベリ

夏萩

ノウゼンカヅラ

ムラサキシキブ（実）

フジバカマ

萩

紅葉

トキワサンザシ（実）

トキワサンザシ

寒椿

サザンカ

南天

マンサク

寒紅梅

ロウバイ

11
石
山
寺
で
は
、元
旦
の
午
前
０
時
か
ら
門
が
開

か
れ
ま
す
。除
夜
の
鐘
は
午
前
２
時
か
ら
、先

着
１
０
８
名
の
方
々
に
撞
い
て
い
た
だ
け
ま
す
。

午
前
４
時
か
ら
は
一
山
の
僧
侶
が
出
仕
し
て
、

香
水
加
持
法
要
が
厳
修
さ
れ
ま
す
。

新
年
初
め
て
の
観
音
さ
ま
の
縁
日
を
、「
初
観
音
」と
呼
び
ま
す
。こ
の
日
に

初
詣
で
に
ぎ
わ
う
三
が
日
に
は
、午
後
１
時
よ
り
修
正
会
大
祈
祷
が
厳
修

さ
れ
ま
す
。こ
の
法
要
で
一
年
の
息
災
が
願
わ
れ
ま
す
。

開門除夜の鐘

Sacred Spaces
of

Ishiyamadera
Temple

大
本
山
石
山
寺

石
山
寺
年
間
行
事

西
国
三
十
三
所
第
十
三
番
札
所

宗
派
東
寺
真
言
宗

創
建
天
平
十
九
年（
七
四
七
年
）

今
も
昔
も
多
く
の
信
仰
を
集
め
る
日
本
有
数
の
観
音
霊
場

勅願により、聖武天皇の念持仏を安置した堂舎を
良弁僧正が建立。

造東大寺司の下に造石山寺所が設けられる。
本尊観音菩薩の造像に着手。

このころ、堂舎が整備され十七棟が立ち並ぶ景観を示す。
本尊の彩色が終了。

第三代座主淳祐が師の観賢の随伴として
高野山弘法大師御廟へ登山。

藤原道綱母（蜻蛉日記の著者）が参詣する。

和泉式部が参詣する。

紫式部が七日間の参籠をし、8月15日に源氏物語の
着想を得たという。

菅原孝標女（更級日記の著者）が参詣する。

大火に見舞われ、本堂が半壊する。

本堂が再建される。

朗澄によって一切経と校倉聖教の収集書写事業が完成。

東大門が建立される。

源頼朝の寄進により多宝塔が建立される。

「石山寺縁起絵巻」の制作が企画され、詞書が執筆される。

足利尊氏軍と後醍醐天皇軍の戦いで戦火に見舞われる。

三条西実隆が「石山寺縁起絵巻」第四巻の詞書を書写。

織田信長軍と足利義昭軍が勢多川を挟み石山で戦う。

淀殿によって諸堂が再興される。　

平安時代の校倉聖教の修復が行われる。（重要文化財）

尊賢による一切経の修復が行われる。

http://www.ishiyamadera.or.jp

開
門（
午
前
０
時
）／
除
夜
の
鐘（
午
前
２
時
）

香
水
加
持
法
要（
午
前
４
時
）

１
月
１
日　

修
正
会
大
祈
祷（
午
後
１
時
〜
）　

正
月
３
ケ
日

年
が
明
け
て
初
め
て
の
不
動
明
王
の
縁
日
で
す
。午
前
10
時
か
ら
不
動
明

王
の
御
宝
前
で
、護
摩
焚
き
が
あ
り
ま
す
。

初
不
動
法
要（
午
前
10
時
〜
）

１
月
28
日　

星
祭
と
は
、新
し
い
節
目
を
迎
え
る
節
分（
２
月
２
日
）に
、一
年
の
開
運・厄

除
け
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
生
ま
れ
た
年
の
星

と
、一
年
ご
と
に
廻
る
星
が
あ
り
、そ
れ
に
よ
っ
て
良
い
星
ま
わ
り・悪
い
星
ま

わ
り
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。悪
い
年
は
悪
事
災
難
を
免
れ
る
よ
う
、良
い
年
は

一
層
出
世
開
運
す
る
よ
う
に
ご
祈
祷
し
ま
す
。

星
祭
大
祈
祷
会
厳
修（
午
前
10
時
〜
）

２
月
３
日　

星祭大祈祷会

千
日
会
は
、一
日
の
参
詣
が
千
日
の
功
徳
を
持
つ
と
い
う
深
重
悲
願
の
日
で
す
。

終
日
無
料
で
ご
入
山
い
た
だ
け
ま
す
。観
音
さ
ま
の
御
宝
前
に
お
い
て
、一
山

の
僧
侶
が
出
仕
し
て
、午
前
10
時
お
よ
び
午
後
７
時
よ
り
、護
国
の
英
霊
の
冥

福
を
祈
る
と
と
も
に
万
霊
の
供
養
を
行
い
、万
灯
供
養
を
厳
修
い
た
し
ま
す
。

境
内
に
は
、ご
供
養
の
た
め
の
お
塔
婆
を
吊
り
下
げ
た
提
灯
が
灯
さ
れ
ま
す
。

千
日
会
法
要
厳
修（
午
前
10
時
〜
／
午
後
７
時
〜
）

８
月
９
日

千日会法要 あお若葉の競演

境
内
の
３
つ
の
梅
園
で
は
、40
種
類
以
上
、約
４
０
０
本
の
梅
が
咲
き
誇
り

ま
す
。ま
た
、境
内
の
各
所
で
は
見
頃
の
盆
梅
を
飾
り
、待
ち
わ
び
た
春
の

訪
れ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

石
山
寺
梅
つ
く
し

２
月
18
日
〜
３
月
18
日

梅つくし

紫
式
部
が
参
籠
し『
源
氏
物
語
』の
構
想
を
練
っ
た
と
い
う
伝
承
が
残
る

石
山
寺
で
は
、春
と
秋
に
石
山
寺
の
歴
史
や
文
化
や
、ゆ
か
り
の
深
い
紫
式

部
と『
源
氏
物
語
』に
ち
な
ん
だ
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

春
季「
石
山
寺
と
紫
式
部
展
」

３
月
18
日
〜
６
月
30
日

仏
名
会
は
、過
去・現
在
・
未
来
の
三
千
仏
の
名
を
唱
え
、罪
悪
を
懺
悔
し
、消

滅
す
る
た
め
の
法
要
で
す
。本
来
は
、新
発
意（
新
し
く
僧
侶
に
な
ら
れ
た
方
）

の
行
で
す
が
、石
山
寺
で
は
毎
年
12
月
６
日
〜
８
日
に
行
っ
て
お
り
、一
般
の
方

に
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

仏
名
会
厳
修（
午
後
１
時
〜
）　

12
月
６
日
〜
８
日

終
観
音（
午
前
10
時
〜
）

12
月
18
日

終
不
動（
午
前
10
時
〜
）

12
月
28
日

お
釈
迦
様
の
誕
生
を
祝
う
花
ま
つ
り（
降
誕
会
）は
、石
山
寺
で
は
１
ヵ
月
遅
れ
で
行
わ
れ
ま
す
。花
で

飾
ら
れ
た
花
御
堂（
は
な
み
ど
う
）に
お
祀
り
す
る
お
釈
迦
さ
ま
に
、甘
茶
を
か

け
て
お
祝
い
し
ま
す
。
本
堂
に
て
、甘
茶
の
接
待
も
あ
り
ま
す
。

お
花
ま
つ
り

５
月
８
日　

千
日
会
が
終
わ
っ
て
提
灯
か
ら
は
ず
さ
れ
た
お
塔
婆
は
、

盂
蘭
盆
会
法
要
の
期
間
中（
13
日
か
ら
16
日
ま
で
）拝
み
、

送
り
火
法
要
で
お
焚
き
上
げ
し
ま
す
。送
り
火
法
要
は
、

千
日
会
お
よ
び
お
盆
入
り
に
お
迎
え
し
た
ご
先
祖
を
供

養
し
、舟
に
乗
って
お
帰
り
い
た
だ
く
た
め
の
法
要
で
す
。

送
り
火
法
要（
午
後
３
時
30
分
〜
）

８
月
16
日

紫
式
部
が
参
籠
し『
源
氏
物
語
』の
構
想
を
練
っ
た
と
い

う
伝
承
が
残
る
石
山
寺
で
は
、春
と
秋
に
石
山
寺
の
歴

史
や
文
化
、ゆ
か
り
の
紫
式
部
と『
源
氏
物
語
』に
ち
な

ん
だ
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

秋
季「
石
山
寺
と
紫
式
部
展
」

９
月
１
日
〜
11
月
30
日

日
本
古
来
の
神
々
か
ら
天
智
天
皇
ま
で
偲

ぶ
お
祭
り
で
す
。境
内
で
は
、青
鬼
太
鼓
の

奉
納
が
行
わ
れ
ま
す
。ま
た
、大
神
輿
が

境
内
の
石
段
を
あ
が
っ
て
い
く
様
子
は
圧

巻
で
す
。

石
山
祭
り

５
月
５
日

鮮
や
か
な
新
緑
の
中
、光
堂（
特
別
公
開
）で
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
、大
日
如

来
坐
像
、如
意
輪
観
世
半
跏
像
の
特
別
公
開
や
、こ
の
時
期
だ
け
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。な
お
、石
山
寺
界
隈
の
店
舗
で
は
あ

お
若
葉
に
ち
な
ん
だ
お
も
て
な
し
メ
ニュ
ー
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

あ
お
若
葉（
も
み
じ
）の
競
演（
初
夏
の
特
別
拝
観
）

４
月
中
旬
〜
５
月
中
旬

石山祭り

紫
式
部
は
、石
山
寺
か
ら
琵
琶
湖
に
映
る

月
を
見
て
、『
源
氏
物
語
』の
一
節
を
思
い
つ

い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
ち
な

み
、毎
年
中
秋
の
名
月
の
日
に
は
石
山
寺
秋

月
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
期
間
中
、月
見

亭
か
ら
見
え
る「
石
山
の
秋
月
」を
ゆ
っ
く

り
と
鑑
賞
し
、境
内
の
天
然
記
念
物「
硅
灰

石
」や
国
宝「
多
宝
塔
」の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な

ど
幽
玄
な
世
界
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。

紫
式
部
法
要（
午
前
10
時
〜
）／
秋
月
祭（
お
月
見
夜
間
拝
観
午
後
５
時
30
分
〜
午
後
９
時
）

中
秋

秋月祭

11
毎
年
、多
く
の
方
に
ご
来
場
頂
い
て
お
り
ま

す
石
山
寺
も
み
じ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。色
鮮
や

か
な
紅
葉
と
本
堂
、多
宝
塔
な
ど
の
建
造

物
を
美
し
く
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
照
ら

し
ま
す
。日
本
夜
景
遺
産
に
も
登
録
さ
れ

た
秋
限
定
の
ラ
イ
ト
ア
ップ
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

「
あ
た
ら
夜
も
み
じ
」

（
午
後
５
時
30
分
〜
午
後
９
時
）

11
月
中
旬
〜
下
旬

仏名会

あたら夜もみじ

石
山
寺
の
一
切
経
や
聖
教
の
収
集
・整
備
に
尽
力

さ
れ
た
学
僧
朗
澄
律
師
は
、自
分
の
死
後
、鬼
の
姿

と
な
っ
て
石
山
寺
の
聖
教
を
守
護
し
降
魔
招
福
を

誓
わ
れ
ま
し
た
。毎
年
５
月
の
第
３
日
曜
日
に
、律

師
の
遺
徳
を
偲
び
、杉
葉
で
作
ら
れ
た
青
鬼
像
の

御
前
で
、法
要
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

青
鬼
ま
つ
り
法
要（
午
前
９
時
30
分
〜
）

５
月
第
３
日
曜
日　

青鬼まつり

冬

※

日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
参
り
す
る
と
よ
り
多
く
の
ご
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

石
山
寺
門
前
で
は
午
前
９
時
か
ら
初
牛
玉
さ
ん（
門
前
市
）が
行
わ
れ
、多

く
の
参
拝
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

初牛玉さん
（門前市） 修正会大祈祷

W
inter

秋

A
utum

n

夏

Sum
m

er

春

Spring

W
inter

A
utum

n

Sum
m

er

Spring

運慶、湛慶による仁王像が建つ東大門（ひがし
だいもん）〈重文〉

石山寺の名前の由来となった硅灰石（天然記念
物）と多宝塔〈重文〉

土佐光起筆「紫式部図」（江戸時代 石山寺蔵）

後白河天皇行幸の際建造された玉座を有する月見亭

本堂（国宝）に残る「源氏の間」

歌川広重 近江八景「石山秋月」（江戸時代）

Sacred Spaces of Ishiyamadera Temple

33

33

（
次
回
は
２
０
４
７
年
の
予
定
）。

し
ょ
う
し
ょ
う
は
っ
け
い　
　
　
　
　
　
　

さ
ん
み
ゃ
く
い
ん　
こ
の
え　

の
ぶ
た
だ

● 石山寺と紫式部展では春季（3月18日～6月30日）、秋季（9月1日～11月30日）の年2回、
紫式部と源氏物語にちなんだ展示を行っております。

● 時間：午前10時～ 午後4時（入場は午後3時 45分まで）
● 小学生の団体料金の取扱いはありません。
● 障害者手帳をお持ちの方は、志納所に手帳を提示していただくことで

料金が無料になります。介護・付添いの方は1名様半額です。



地

天

●東大門（ひがしだいもん）
鎌倉時代の建築、両脇に仁王像を配する門。
淀殿によって大改修が行われました。

主な参拝ルート
堪能ルート（約90分）

●多宝塔（たほうとう）
日本三大多宝塔のひとつで、最古最美と言われています。
1194年源頼朝の寄進により建立され、
本尊は快慶作の大日如来（重要文化財）です。

●本堂（ほんどう）
永長元年の再建で、滋賀県最古の木造建造物です。
○御本尊如意輪観音菩薩
日本で唯一の勅封の観音様で、三十三年に一度ご開扉されます。
○源氏の間
　紫式部が「源氏物語」を起筆したと伝わる部屋。
○淀殿伽藍再興記念篇額
　淀殿の寄進によって伽藍の再興が
　行われたことが記されています。

●月見亭（つきみてい）
後白河天皇行幸の際に建立されて、
歴代天皇の玉座となっています。
近江八景「石山の秋月」のシンボル。

●芭蕉庵（ばしょうあん）
月見亭の隣にある松尾芭蕉ゆかりの茶室

瀬
田
唐
橋

瀬
田
川

螢
谷
貝
塚

京
阪
電
車

石
山
寺
駅

第
一梅
園

「
薫
の
苑
」

参
拝
受
付

（
志
納
所
）

牛
玉
さ
ん

毎
月
十
八
日

門
前
市

ご
お
う

第
二
梅
園

「
東
風
の
苑
」

●
豊
浄
殿・

紫
式
部
展

国
道
４
２
２
号

琵
琶
湖

第
三
梅
園

夢
の
桜

無
憂
園

柳
島

明
王
院

法
輪
院

拾
翠
園

淳
浄
館 宝

性
院

石
山
観
光
会
館

石
山
寺
観
光
案
内
所

島
崎
藤
村
詩
碑

世
尊
院

参
道

公
風
園

駐
車
場

雅
台

牡
丹
園

●
月
見
亭

●
芭
蕉
庵

10
宝
篋
印
塔

❾
毘
沙
門
堂

●
松
尾
芭
蕉
句
碑

●
し
じ
み
貝
塚
碑

❽
観
音
堂

●
大
湯
屋

●
大
黒
天

❶
東
大
門

❼
神
木

●
神
木（
天
狗
杉
）

13
良
弁
の
杖
桜

●
め
か
く
し
石

19
安
産
の
腰
掛
石

17
三
十
八
所
権
現
社

18
経
蔵

15
本
堂

●
多
宝
塔

●
神
木

●
光
堂

20
紫
式
部
の
供
養
塔

●
芭
蕉
の
句
碑

●
鐘
楼

11
御
影
堂

14
蓮
如
堂

❹
く
ぐ
り
岩

●
密
蔵
院

❻
龍
蔵
権
現
社

16
子
育
て
観
音

●
紫
式
部
像

●
霊
仙
三
蔵
碑

●
閼
伽
井
屋

●
天
智
天
皇
の
石
切
場

❺
那
須
与
一の
地
蔵
尊

❸
比
良
明
神
影
向
石

●
パワ
ー
ス
ト
ー
ン

●
八
大
龍
王
社

❷
金
龍
龍
王
社

●
西
国
三
十
三
所
観
音（
石
仏
）

●
心
経
堂

●
源
頼
朝・

亀
谷
禅
尼
供
養
塔

12
硅
灰
石・

天
然
記
念
物

●
朗
澄
律
師

大
徳
遊
鬼
境

33

36

35

40

39

45
44

43

42 41

37

31 32

30
29

24

23

26

27

1

15

25

21
22

28

26

27

23

34

●
東
大
門

※

説
明
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
金
龍
龍
王
社
■

大
日
如
来
の
化
身
、石
山
寺
の
守
護
神

で
除
災
招
福
を
つ
か
さ
ど
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

●
比
良
明
神
影
向
石
■
■
■

比
良
明
神
が
老
人
に
姿
を
変
え
て
良

弁
を
導
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
く
ぐ
り
岩
■
■
■

穴
を
く
ぐ
る
と
願
い
事
が
か
な
う
と
さ

れ
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

●
那
須
与
一の
地
蔵
尊
■
■

地
蔵
信
仰
の
篤
か
っ
た
那
須
与
一
の
傷

を
地
元
の
人
た
ち
が
手
当
て
し
た
こ
と

に
ち
な
ん
だ
お
地
蔵
さ
ま
。お
参
り
す

る
と
痛
い
と
こ
ろ
が
良
く
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

●
龍
蔵
権
現
社
■
■

石
山
寺
の
鎮
守
社
。本
堂
参
拝
の
前
に

手
を
合
わ
せ
る
と
更
に
幸
徳
が
増
す

と
い
わ
れ
ま
す
。

●
●
●
神
木
■

石
山
寺
の
ご
神
木
。
草
創
期
の
一
本
杉

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
観
音
堂
■
■
■

西
国
三
十
三
所
す
べ
て
の
観
音
様
が
安

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
毘
沙
門
堂
県
指
定
有
形
文
化
財

（
び
し
ゃ
も
ん
ど
う
）■
■
■

重
要
文
化
財
の
兜
跋
毘
沙
門
天（
と
ば

つ
び
し
ゃ
も
ん
て
ん
）を
祀
っ
て
い
ま
す
。

●
宝
篋
印
塔

（
ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う
）
■

こ
の
塔
の
周
り
の
石
畳
を
廻
る
と
四
国

八
十
八
ヶ
所
霊
場
を
巡
る
同
じ
功
徳
が

得
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
御
影
堂（
み
え
い
ど
う
）

重
要
文
化
財
■

室
町
時
代
の
建
立
。石
山
寺
に
関
わ
り

の
深
い
高
僧
で
あ
る
、弘
法
大
師
と
第

三
代
目
座
主
淳
祐
内
供（
し
ゅ
ん
に
ゅ

う
な
い
ぐ
）が
祀
ら
れ
ま
す
。

●
硅
灰
石（
け
い
か
い
せ
き
）

天
然
記
念
物
■
■
■
■

水
底
の
石
灰
岩
が
花
崗
岩（
か
こ
う
が

ん
）の
マ
グ
マ
に
触
れ
変
質
し
た
も
の
で
、

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。●

良
弁
の
杖
桜

（
ろ
う
べ
ん
の
つ
え
ざ
く
ら
）

 
 

重
要
文
化
財
■

石
山
寺
の
開
山
、良
弁
僧
正
の
杖
が
根

付
い
て
育
っ
た
と
い
う「
良
弁
の
杖
桜
」

が
春
の
境
内
を
彩
り
ま
す
。

●
蓮
如
堂（
れ
ん
に
ょ
ど
う
）

重
要
文
化
財
■

元
々
は
三
十
八
社
権
現
の
拝
殿
と
し
て

建
立
。
蓮
如
上
人
の
御
影
を
祀
っ
て
い

ま
す
。

●
本
堂

※

説
明
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
子
育
て
観
音
■

子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
親
御
さ
ん
に
ご

利
益
あ
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
三
十
八
所
権
現
社

重
要
文
化
財
■

初
代
神
武（
じ
ん
む
）天
皇
か
ら
第
三
十

八
代
天
智
天
皇
ま
で
を
祀
っ
て
い
ま
す
。

●
経
蔵（
き
ょ
う
ぞ
う
）重
要
文
化
財
■

重
要
な
経
典
や
聖
教
類
が
収
蔵
さ
れ
て

い
た
県
下
最
古
の
高
床
式
校
倉
造（
あ

ぜ
く
ら
づ
く
り
）。

●
安
産
の
腰
掛
石
■

こ
の
石
に
腰
掛
け
る
と
、安
産
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
紫
式
部
の
供
養
塔

重
要
美
術
品
■

宝
篋
印
塔
の
笠
を
三
つ
重
ね
た
珍
し
い

層
塔
。鎌
倉
時
代
の
も
の
で
、紫
式
部

の
供
養
塔
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

●
芭
蕉
の
句
碑
■

紫
式
部
を
慕
っ
て
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
芭

蕉
の
句
碑
で
す
。「
あ
け
ぼ
の
は
ま
だ

紫
に
ほ
と
と
ぎ
す
」

●
鐘
楼
重
要
文
化
財
■
■
■
■

多
宝
塔
の
後
に
造
っ
た
と
さ
れ
る
源
頼

朝
の
寄
進
で
す
。

●
多
宝
塔

※

説
明
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
め
か
く
し
石
■

目
隠
し
し
て
こ
の
石
を
完
全
に
抱
け
ば

諸
願
成
就
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
源
頼
朝・亀
谷
禅
尼

供
養
塔
重
要
文
化
財
■

多
宝
塔
近
く
に
立
つ
二
基
の
宝
篋
印
塔
。

右
が
源
頼
朝
、左
が
亀
谷
禅
尼（
か
め

や
つ
の
ぜ
ん
に
／
中
原
親
能
の
妻
で
、頼

朝
の
第
二
の
姫
の
乳
母
）の
供
養
塔
で
す
。

源
頼
朝
は
石
山
寺
を
厚
く
庇
護
し
、多

宝
塔・鐘
楼
な
ど
を
寄
進
し
ま
し
た
。

●
芭
蕉
庵
◇
通
常
非
公
開

※

説
明
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
月
見
亭

※

説
明
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
心
経
堂
■

花
山
法
皇
に
よ
る
西
国
三
十
三
所
復
興

の
一
千
年
記
念
事
業
の
一つ
と
し
て
建

立
。石
山
寺
に
奉
納
さ
れ
た
写
経
が
納

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
豊
浄
殿（
ほ
う
じ
ょ
う
で
ん
）

毎
年
春
季
、秋
季
に「
石
山
寺
と
紫
式

部
展
」が
行
わ
れ
ま
す
。令
和
３
年
春
に

銅
板
屋
根
の
吹
き
替
え
が
行
わ
れ
ま
し

た
。●

光
堂
◇
通
常
非
公
開

伝
統
的
建
築
技
法
で
あ
る
懸
崖
造
り

（
舞
台
造
り
）で
建
立
さ
れ
、平
成
二
十
年

（
二
〇
〇
八
）に
落
慶
。光
堂
は
鎌
倉
時

代
に
存
在
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
お
堂
の

復
興
を
め
ざ
し
た
も
の
。

●
パワ
ー
ス
ト
ー
ン
■
■
■
■

こ
こ
を
触
る
と
力
が
つ
く
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

●
紫
式
部
像
■

石
山
寺
参
籠
の
折
に「
源
氏
物
語
」の
着

想
を
得
た
と
言
わ
れ
る
紫
式
部
の
銅
像
。

境
内
の
奥
に
広
が
る
源
氏
苑
の
一
角
に

あ
り
ま
す
。

●
八
大
龍
王
社
■
■
■

龍
穴
ノ
池
で
歴
海
和
尚（
れっ
か
い
わ
じ

ょ
う
）が
尻
掛
石
に
座
り
お
経
を
読
ん

で
い
る
と
龍
が
現
れ
、
和
尚
が
帰
る
と

き
に
は
背
負
って
く
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。

●
西
国
三
十
三
所
観
音

（
石
仏
）■

「
補
陀
洛
山
」と
刻
さ
れ
た
石
標
か
ら
、

山
道（
参
道
）沿
い
に
西
国
三
十
三
所
観

音
霊
場
そ
れ
ぞ
れ
の
石
仏
が
、点
々
と

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
霊
仙
三
蔵
碑
■

霊
仙
は
空
海
や
最
澄
と
共
に
唐
に
渡
っ

た
学
僧
で
す
。経
・律
・論
に
深
く
通
じ

た
僧
の
称
号
を「
三
蔵
」と
い
い
ま
す
が
、

霊
仙
は
日
本
人
で
唯
一
、
三
蔵
の
称
号

を
持
つ
僧
侶
で
す
。彼
が
翻
訳
に
か
か

わ
っ
た
経
典「
大
乗
本
生
心
地
観
経
」は

石
山
寺
に
今
も
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
天
智
天
皇
の
石
切
場

■
■
■
■

こ
こ
で
採
石
さ
れ
た
石
材
は
、六
六
〇
年

頃
、飛
鳥
四
大
寺
の一つ
に
数
え
ら
れ
た

川
原
寺
の
礎
石
と
し
て
運
ば
れ
ま
し
た
。

●
閼
伽
井
屋

本
堂
の
下
の
南
寄
り
に
あ
る
井
戸
で
、

本
尊
の
御
座
の
下
か
ら
湧
き
出
て
い
る

と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、本
尊
に
お
供
え

す
る
水
は
こ
こ
か
ら
汲
ま
れ
ま
す
。

●
密
蔵
院
◇
通
常
非
公
開

（
島
崎
藤
村
ゆ
か
り
の
お
堂
）

島
崎
藤
村
が
二
か
月
籠
っ
た
時
に「
ハム

レッ
ト
」を
献
上
し
ま
し
た
。

●
大
黒
天
■
■
■

万
寿
元
年（
九
百
五
十
年
前
）に
三
人
の

僧
の
夢
の
お
告
げ
に
て
湖
水
よ
り
出
現

し
た
、ご
本
尊
を
祀
っ
て
い
ま
す
。

●
大
湯
屋
◇
通
常
非
公
開

節
妻
造
り
、桟
瓦
葺
の
建
物
。二
室
に

分
か
れ
た
浴
室
や
銘
の
鬼
瓦
な
ど
全
国

的
に
も
珍
し
い
湯
屋
の
遺
構
で
す
。

●
朗
澄
律
師
大
徳
遊
鬼
境

約
八
百
年
前
の
中
興
の
祖・朗
澄
律
師
の

遣
徳
を
偲
ん
で
造
ら
れ
た
庭
園
で
す
。

●
し
じ
み
貝
塚

瀬
田
川
の
西
岸
、縄
文
時
代
早
期
の
貝

塚
。住
居
跡
と
と
も
に
人
骨
や
石
器・骨

角
器・縄
文
土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。

●
松
尾
芭
蕉
句
碑

「
石
山
の
石
に
た
ば
し
る
あ
ら
れ
か
な
」

石
山
寺
の
名
の
由
来
で
も
あ
る
巨
大
な

硅
灰
石
の
上
に
あ
ら
れ
が
激
し
く
降
り

注
い
で
い
る
光
景
を
詠
ん
だ
句
。

■
歴
史
的
建
造
物

■
金
運
アップ

マ
ー
ク

説
明

■
恋
愛
成
就

■
福
徳
ご
利
益

歴金

恋福

■
厄
除
け

厄

金
福

金
恋
金

福

恋

厄
福

福
金
恋

福 厄
福

恋
福

歴

金
恋

福
歴

福

金

恋
福

福

福

歴

金

恋
福

金
恋

福

歴

歴

歴
歴

厄
歴歴

厄
福

歴
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歴

歴
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通常ルート（約60分）
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●
の
数
字
は
裏
面
の

　

イ
ラ
ス
ト
マッ
プ
内
の
番
号
で
す
。

①東大門－③比良明神影向石－大坂－⑧観音堂－⑨毘沙門堂－⑪御影堂－
⑫硅灰石－⑮本堂（内陣）－⑰三十八所権現社－⑱経蔵－㉓多宝塔－
㉗月見亭－㉙豊浄殿・紫式部展（春・秋のみ）－32紫式部像－下り－
36霊仙三蔵碑（無憂園）－33八大龍王社－①東大門

②東大門－③比良明神影向石－大階段－⑧観音堂－⑨毘沙門堂－
⑫硅灰石－⑮本堂（内陣）－⑰三十八所権現社－⑱経蔵－
㉓多宝塔－㉗月見亭－下り－⑪御影堂－41大黒天－①東大門

国宝

国宝

重要文化財
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